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調整池容量計算システムの設計例 

 設計例１「田」→「駐車場」(阻害行為面積 500～1000m2、集水区域１、浸透施設のみ) 

 条件：市街化調整区域。実測面積 A=648.00m2。 

    行為前：地目：農地。実際の土地利用：田。 

    行為後：地目：雑種地。工事後の用途：駐車場。 

    対策施設：透水性舗装（砕石）。 

土地利用 流出係数     面積 

 田･畑   0.2   648.00m2

行為面積 

18.00m×36.00m = 648.00m2

行為面積 

18.00m×36.00m = 648.00m2

土地利用   流出係数     面積 

 0.95   648.00m2

透水性舗装(砕石)面積 

17.00m×35.50m = 603.50m2

（施工誤差を考慮し少なめに計上） 

※対策施設として透水性舗装(砕石)を使用する場合は、

砕石でも舗装と同等と見なし流出係数0.95を使用する。

砕石 C-40

フィルター砂

1m2 あたり比浸透量の算定 

291.12912.1287.1300.0014.0 ≒Kf
全体の空隙体積の算定(砕石の体積) C-40 の空隙率 10％ 

305.18150.603300.0V m

集水区域１浸透施設のみ 

※阻害行為面積 1000m2未満は、一つの集水区域とみなすことができる。 
この計画は、区域の雨水が全て対策施設(透水性舗装)に入る、また区域外から流入がないため、

1000m2未満の集水区域の特例を使用しなくても、集水区域は１つである。 
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(1)HP からダウンロードした様式 Aの入力 

(2)システム「流出係数算出」 

（様式Ａ）

土地利用別面積集計表 エラーチェック→

①現況土地
利用面積（m2)

 　③雨水浸透阻害行為
 　　 の該当面積(m2)
1･2号関連：②の中段+下段

3号関連   ：②の下段

流出係数
行為前
集水面積
（ｈａ）

行為後
集水面積
（ｈａ）

648 648 0.0648 0.0648

↑
上記面積が500m2以上
の場合、許可申請対象

0.200 0 .950

土地利用の形態の細区分

宅地

コンクリート等の不浸透性材料に
より覆われた法面

山地

OK

宅

地
等
以
外
の
土
地

林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

②計画土地利用面積（m2)
上段：現況が１号及び2号関連
中段：現況が3号関連

下段：現況が1～3号関連以外

区分

0.900

合成流出係数

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地
（法面を除く。）

ゴルフ場
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

合計

第
２
号
関
連

0.900

道路

（法面を有するもの
　に限る。）

0.900

1.000池沼

1.000

1.000

0.900

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号

関
連

飛行場
（法面を有するもの
　に限る。）

植生法面

(流出係数=0.40)

道路
（法面を有しないものに限る。）

ため池

水路

植生法面
(流出係数=0.40)

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

不浸透法面
(流出係数=1.00)

不浸透法面
(流出係数=1.00)

鉄道道路
（法面を有しないものに限る。）

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

飛行場
（法面を有しないものに限る。）

上記以外の土地

(流出係数=0.90)

不浸透法面
(流出係数=1.00)

鉄道道路
（法面を有するもの
　に限る。）

植生法面
(流出係数=0.40)

648 0.950 0.0648

648

1.000

0.500

0.800

0.500

0.0648648

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.400

648

0.200

第
３
号

関
連

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.300

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に

掲
げ
る
土
地
以
外
の
土
地

コンクリート等の不浸透性材料に

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地

（法面を除く。）

第

２
号
関

(流出係数=0.90)

648

林地、耕地、原野、その他ローラー

その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

648

第
３
号
に

の
土
地

行為前は一番左の列に入力。田畑は耕地。 

行為前の土地利用 

行為後の土地利用 

行為後は左から 2列目に記入。 

田→舗装は、「現況(行為前)が 1～3 以外」なので、

「不浸透材料」の下段に入力する。 

   の欄に入力した土地は行為後の上段に入力 

   の欄は行為後の中段に入力。 

   の欄は行為後の下段に入力。 

●田→舗装 648.00 ㎡を様式 Aへ入力 

行為前 行為後

0.200 0.950

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）

行為後面積

（ha）

－ 0.0648 0.0648

宅地 0.90

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95 0.0648

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施

設を伴うものに限る）
0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を
排除するための排水施設を伴うものに限

る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を
用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他

これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20 0.0648

第

２
号

関

連

第
１

号
関

連

区分

第
３
号

関

連

計

そ

の

他

流出係数算定結果

上
記
第

１
号

か
ら
第

３
号

に
掲

げ
る

土
地
以

外
の
土
地

宅
地
等

以
外
の

土
地

宅
地

等
に
該

当
す
る

土
地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

① エクセルの表に、左の列：行為前「耕地」0.0648、

右の列：行為後｢不浸透｣0.0648 と ha で入力。

●田→舗装 648.00 ㎡のシステムへの入力 

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95 0.0648

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

第
２
号

関

連

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20 0.0648

ら
第
３
号
に
掲

外
の

土
地
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(3)システム「降雨強度」 

(4)システム「01 流出計算（Q-T グラフ）」 

阻害面積 1000m2 未満のため 

｢kouu(aichi1-3)をコピー 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

●田→舗装 648.00 ㎡の行為前後の放流量の算定。 

① 阻害行為面積が 500～1000m2は｢kouu(aichi 

1-3)｣。1000m2以上は｢kouu(aichi 1-10)｣から表

をコピー。 

集水区域１浸透施設のみ 
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(5)システム「浸透施設能力」 

(6)システム「02 流出計算（QT-S グラフ）」 

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.0300 603.5 0.90 0.50 1.00 1 181.05 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）
空隙率
（％）

【透水性舗装】

影響係数
設置数量
（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

① 透水性舗装のエリアに、｢比浸透量」｢飽和透水係数｣に 0.03 か 0.01、｢舗装面積｣を入力。｢影

響係数」に 0.9 と 0.5。右に｢舗装体 C-40 の体積」｢C-40 の空隙率 10.00(%)｣を入力。 

比浸透量 1.291 
新川 0.03 

境川 0.01 
面積 603.50m2 

地下水  0.9 

目づまり 0.5 
C-40 体積 181.05m3 空隙 10%

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.0300 603.5 0.90 0.50 1.00 1 181.05 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 1.00 1.00 1.00 4

5 1.00 1.00 1.00 5

6 1.00 1.00 1.00 6

7 1.00 1.00 1.00 7

8 1.00 1.00 1.00 8

9 1.00 1.00 1.00 9

10 1.00 1.00 1.00 10

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）
空隙率
（％）

【透水性舗装】

影響係数
設置数量
（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

●透水性舗装(砕石)603.50 ㎡の低減効果の算定。 

① 「浸透施設あり」を選択 

② 「計算実行/再設定」をクリック 
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(7)システム「04-①調節計算(自然調節方式)」●ダミーデータを入力し、許可申請図書を作成 

① 「水深」に 0.001「容量」0.000 を入力。 

② 容量放流口形状の｢円｣をクリック。 

③｢直径｣｢管底位置｣に 0を記入 

④｢計算実行｣をクリック。 

⑤「【様式】許可申請図書の保存場所」に国土

交通省 HP より DL できる「【様式】許可申請

図書」の保存場所を入力（例：C:\Users\ユー

ザー名\Desktop\調整池計算容量計算システ

ム\【様式】許可申請図書.xls） 

⑥任意の場所に「許可申請図書.xls」を保存 

⑦｢総合評価｣がＯＫ。｢放流量評価｣の｢許容放流

量以下｣を確認 
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(7)調整池計算容量システム、許可申請図書による様式 A’、様式 B～Dの作成

式 A’ 

様式 B 

様式 C 

① （7）で作成した Excel ファイル「許可申請図書.xls」のシート「1.行為区域の概要」により様

式 A’を作成。 

１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.0000 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95 0.0648

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.0648

0.0648 0.0648

0.200 0.950

そ

の

他

面積計

合成流出係数

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関

連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

様式Ａ’ 

① 「調整池計算容量システム(Excel 版)Ver○○.xlsm」で使用したシート「01流出計算（Q-T グ

ラフ）」の図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーン

ショットして、様式 B を作成 

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000230 0.001080 6.7000
10:10 0.000240 0.001150 7.2000
10:20 0.000260 0.001230 7.7000
10:30 0.000280 0.001320 8.4000
10:40 0.000300 0.001440 9.2000
10:50 0.000330 0.001570 10.2000
11:00 0.000370 0.001740 11.4000
11:10 0.000410 0.001950 13.1
11:20 0.000470 0.002240 15.4
11:30 0.000550 0.002630 18.9
11:40 0.000680 0.003230 25
11:50 0.000900 0.004280 37.9
12:00 0.001360 0.006480 98.2
12:10 0.003540 0.016790 52.9
12:20 0.001900 0.009050 30
12:30 0.001080 0.005130 21.5
12:40 0.000770 0.003680 17
12:50 0.000610 0.002910 14.1
13:00 0.000510 0.002410 12.2000
13:10 0.000440 0.002090 10.7000
13:20 0.000390 0.001830 9.6000
13:30 0.000350 0.001640 8.8000
13:40 0.000320 0.001500 8.1000
13:50 0.000290 0.001390 7.5000
14:00 0.000270 0.001280 7.0000

様式Ｂ 

行為前流入量

0.003540m3/s

行為後流入量

0.016790m3/s

エクセルを加工
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様式 C 

様式 D 

集水区域１浸透施設のみ 

① （7）で作成した Excel ファイル「許可申請図書.xls」のシート「3.流出抑制施設諸元（一定量）」

により様式 Cを作成。 

３．流出抑制施設諸元

浸透施設諸元 空隙貯留量諸元

浸透能力 0.002922 m3/s 空隙貯留量 18.105 m3/s

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 1.00 1.00 1.00 4

5 1.00 1.00 1.00 5

6 1.00 1.00 1.00 6

7 1.00 1.00 1.00 7

8 1.00 1.00 1.00 8

9 1.00 1.00 1.00 9

10 1.00 1.00 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 1.00 1.00 1.00 4

5 1.00 1.00 1.00 5

6 1.00 1.00 1.00 6

7 1.00 1.00 1.00 7

8 1.00 1.00 1.00 8

9 1.00 1.00 1.00 9

10 1.00 1.00 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 603.5 0.90 0.50 1.00 1 181.05 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 1.00 1.00 1.00 4

5 1.00 1.00 1.00 5

6 1.00 1.00 1.00 6

7 1.00 1.00 1.00 7

8 1.00 1.00 1.00 8

9 1.00 1.00 1.00 9

10 1.00 1.00 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 1.00 1.00 1.00 2

3 1.00 1.00 1.00 3

4 1.00 1.00 1.00 4

5 1.00 1.00 1.00 5

6 1.00 1.00 1.00 6

7 1.00 1.00 1.00 7

8 1.00 1.00 1.00 8

9 1.00 1.00 1.00 9

10 1.00 1.00 1.00 10

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係
数

（m/hr）

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）
空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係
数

（m/hr）

【その他】
単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単

設置数量
（単位）

影響係数

【その他】

比浸透量（㎡）
飽和透水係

数
（m/hr）

【透水性舗装】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/
㎡）

設置数量
（㎡）

影響係数

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係
数

（m/hr）

【浸透トレンチ】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ
/m）

設置数量
（ｍ）

影響係数

【浸透トレンチ】
体積

（ｍ3）
空隙率
（％）

【浸透マス】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/
個） 設置数量

（個）

影響係数

【浸透マス】
体積

（ｍ3）

様式Ｃ 

時刻 行為後流入量浸透考慮後流入量 許容放流量 調節後放流量 調整池水位
10:00 0.001077 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
10:10 0.001146 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
10:20 0.001231 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
10:30 0.001317 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
10:40 0.001436 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
10:50 0.001573 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:00 0.001744 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:10 0.001949 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:20 0.002240 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:30 0.002633 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:40 0.003232 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
11:50 0.004275 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:00 0.006481 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:10 0.016792 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:20 0.009046 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:30 0.005130 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:40 0.003677 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
12:50 0.002907 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:00 0.002411 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:10 0.002086 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:20 0.001830 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:30 0.001642 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:40 0.001505 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
13:50 0.001385 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000
14:00 0.001282 0.000000 0.003535 0.000000 0.0000

様式Ｄ 

行為前流入量

0.003540m3/s

調整後放流量

0.000000m3/s

許容放流量 

0.003540m3/s

エクセルを加工

① 「調整池計算容量システム(Excel 版)Ver○○.xlsm」で使用したシート「02 流出計算（QT-S グ

ラフ）」の図及び表により様式 Dを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーン

ショットして、様式 D を作成 
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(6)HP からダウンロードした様式 Eの入力 

 「集水区域が１つ」の場合、または「集水区域は２つだが内１つが直接放流」の場合は、 

「様式 E」により区域全体のチェックができます。 

計算結果まとめ 

  対策後放流量            ≦ 許容放流量  

                    Ｏ．Ｋ

手入力 様式E
計算システムの結果を手入力
エクセルによる自動計算

算定方法等 指針参照先

単位

m2(ha)
m
2
(ha)

開発区域 m2(ha) Ａａ＝ａ＋ｂ

m2(ha)
集水区域 m2(ha) Ａ＝Ａａ＋Ａｂ

行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

基準降雨 1/3　or　1/10 500m2≦ａ＜1,000m2→W=1/3、1000m2≦ａ→W=1/10

行為前 m3/s 計算システムにより算出し入力
行為後 m3/s 計算システムにより算出し入力

開発区域内に調整池に流入しない面積がある場合に入力

m2(ha)
　合成流出係数 行為後
　直接放流量 行為後 m3/s Q0=1/360*fｃ*r(1/3→98.2、1/5→120.8)*ｃ

m2(ha) Aｃ＝A－ｃ
行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

許容放流量 m3/s Q下段＝Q0－ｑ１－Q上段

現地透水試験、新川流域もしくは境川猿渡川流域を選択

現地試験の場合に入力する
m/hr ｋ０’＝ｋ０×3600／100

影響係数 地下水位、目づまり等による影響に対する安全率

② ③ ④ ←それぞれ４種類まで入力可能
ますの種類 ←円筒ます：1、正方ます：2、矩形ます：3
浸透面 ←[側面及び底面]：1、[底面]：2

幅1(直径) m 設置する浸透ますの幅（直径）
幅2(延長) m 設置する浸透ますの幅(延長)　※円筒、正方の場合は記入不要

設計水頭 m 設置する浸透ますの設計水頭
比浸透量 m2 幅(直径)、設計水頭を用いて算定式により算出
個　数 個 設置する浸透ますの個数

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qm1～n＝k０'×α×kｆm×N
浸透対策量　計 m3/s (Qm＝Qm1＋Qｍ２＋・・・・＋Qmn)/3600

体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m3 ｖｍ＝ｖｍ１×αｍ１＋ｖｍ２×αｍ２＋・・・・＋ｖｍｎ×αｍｎ

幅　 m 設置する浸透トレンチの幅
設計水頭 m 設置するトレンチの設計水頭
比浸透量 m 0.00 0.00 0.00 幅、設計水頭を用いて算定式により算出
延　長 m

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qt1～ｎ＝k０'×α×kｆｔ×Lt
浸透対策量　計 m3/s (Qｔ＝Qｔ1＋Qｔ２＋・・・・＋Qｔn)/3600

体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m

3 ｖｔ＝ｖｔ１×αｔ１＋ｖｔ２×αｔ２＋・・・・＋ｖｔｎ×αｔｎ
設計水頭 m 施工する透水性舗装の設計水頭
比浸透量 m 0.000 0.000 0.000 設計水頭を用いて算定式により算出
面　積 m2 施工する透水性舗装の面積

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qh1～ｎ＝k０'×α×kｆh×Ah
浸透対策量　計 m3/s (Qｈ＝Qｈ1＋Qｈ２＋・・・・＋Qｈn)/3600

体　積 m3 施工する透水性舗装の形状により算出
空隙率 ％ 使用する部材により決定

空隙貯留量　計 m3 ｖｈ＝ｖｈ１×αｈ１＋ｖｈ２×αｈ２＋・・・・＋ｖｈｎ×αｈｎ
浸透対策量 m3/hr 施工する施設の浸透能力により算出し入力

浸透対策量　計 m3/s (Qｘ＝Qｘ1＋Qｘ２＋・・・・＋Qｘn)/3600
空隙貯留量 m3 使用する二次製品の空隙貯留量を入力

空隙貯留量　計 m3 ｖｘ＝ｖｘ１＋ｖｘ２＋・・・・＋ｖｘｎ
浸透対策量 合　計 m3/s Qs＝Qｍ＋Qｔ＋Qｈ＋Qｘ
空隙貯留量 合　計 m

3 ｖｓ＝ｖｍ＋ｖｔ＋ｖｈ＋ｖｘ

池の壁面形状 池の勾配 ←「直壁」、「１：○」、「複断面」を記入
容量(ｖ)

① ①
② ②
③ ③
④ ④
⑤ ⑤
⑥ ⑥
⑦ ⑦
⑧ ⑧

放流孔形状 直径(高さ) m 計算システムにより算出し入力
矩形の場合→幅　 m 計算システムにより算出し入力

管底位置 池底から m 計算システムにより算出し入力

m3/s 計算システムにより算出し入力
m 計算システムにより算出し入力

m3 計算システムにより算出し入力

m
3
/ha V＝Ｖmax／ａ×10,000

放流量評価 ＯＫ　ｏｒ　ＮＧ 許容放流量 Q　≧　最大放流量 Qｍａｘ＋直接放流量ｑ１

地盤高、外水位の高さ等を考慮して設定した貯留施設の形状により作成

開発区域に必要な調整池容量

ｆｃ 0.000

ｈ０

自然放流方式
2段ｵﾘﾌｨｽ方
式
ﾎﾟﾝﾌﾟ放流方
式

水深～容量関係
水深～ﾎﾟﾝﾌﾟ関係

貯留・浸透施設チェックシート【調整池容量計算システム】

最大放流量
池内最大水深
池内最大ボリューム

0.00000

直壁　or　１：○

Qｍａｘ

cm/s

0.00

0.00

0.950
1/ 3

0.200

飽和透水係数
新川流域 ←選択

0.000000

Q下段、Q上段

ｃ

ｑ１
Aｃ　直接放流区域を除いた集水区域 648.00

w2(L)

ｋ０’

①

0.000

10

α

w1(ｄ)

ｋ０

0.03

←少数第5位まで

0.81 0.45

Qh
ｖｈ１～ｎ

0.00292

0.000

181.05

18.105

0.00000

ＯＫ 0.00354≧ 0.00000
0Ａ

0.064800

ａ
ｂ

Ｖｍａｘ
Ｖ

水深(m)水深(m)

Ah
Qh１～ｎ

浸透トレンチ
及び
浸透側溝

ﾎﾟﾝﾌﾟ(ｖ)

諸元
値基本諸元

雨水浸透阻害行為区域
雨水浸透阻害行為に該当しない区域

648.00

ｖｈ
Qｘ１～ｎ

H

ｋｆh

開発区域外から雨水を流入する区域

合成流出係数

ピーク流入量

　直接放流区域

0.00000

その他
Qｘ

放流施設諸元

0.30
1.291
603.50
10.52

0.00292

φ(D)
B

自然、2段(下段）

αh１～ｎ

ｖｘ１～ｎ

2段(上段)

貯留施設諸元

透水性舗装

Ａａ
Ａｂ
Ａ

ｆ０

Ｈｍａｘ 0.000

18.105

ｖｘ
Qｓ
ｖｓ

H

ｋｆm
N

ｆ１
Ｗ

Q0
Q1

0.00

浸透施設諸元

ｖｍ

Lt

ｖｍ１～ｎ

w

αｍ１～ｎ

0.00000

Qt１～ｎ
Qt
ｖｔ１～ｎ

ｖｔ

αt１～ｎ

H

ｋｆt

直接放流区域がある場合

0.00354
0.01679

648.00 0.064800
0.00 0.000000

浸透ます

0.00 0.000000
648.00 0.064800

Qｍ１～ｎ
Qｍ

「現地透水試験」ｏｒ
「中間値」

0.000

0.00354

0.00000
0.00

0.064800

　合成流出係数
ｆ０ｃ 0.200

ｆ１ｃ 0.950

行為区域 648.00m2 

雨水浸透阻害行為面積 648.00m2 

区域外流入なし 

流出係数 行為前 0.200 

          行為後 0.950 

阻害行為面積 1000m2 未満 

基準降雨 1/3

行為前後のピーク流入量の計算

結果を入力。

直接放流区域なし 

直接放流なしのため、行為区域

全体と同じ値を入力。 

新川流域又は境川流域を選択 

透水性舗装の設計水頭 0.30m 入力 

透水性舗装の面積 603.50m2 入力 

透水性舗装の体積 181.05m3 入力 

C-40 の空隙率 10% 入力 

調整池がないため 0m3/s 入力 

調整池がないため 0m入力 

「最大放流量」と「池内最大水深」

が入力されないと評価が表示され

ない。 

集水区域１浸透施設のみ 

)/(00000.0Q 3
1 sm )/(00354.0Q 3

0 sm
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設計例２「田」→「駐車場」(阻害行為面積 1000m2以上、集水区域２、貯留施設のみ) 

条件：市街化調整区域。実測面積 A=1000.00m2。 

    行為前：地目：農地。実際の土地利用：田。 

    行為後：地目：雑種地。工事後の用途：駐車場。 

    対策施設：貯留施設(表面貯留)。 

H.W.L 

行為面積 

20.00m×50.00m = 1000.00m2 

貯留施設(表面貯留)面積 

49.40m×19.40m ‒ 3.70m×5.40m = 938.38m2

設計計上 930m2

304.0250.0400.0400.0V m

直接放流エリア 
10.00m2 

調整池エリア
990.00m2 

行為面積 

20.00m×50.00m = 1000.00m2

土地利用   流出係数     面積 

田･畑    0.2   1000.00m2

土地利用     流出係数     面積 

池・沼   1.00    990.00m2

舗装      0.95       10.00m2

エリア①直接放流エリア(舗装) 
2.00m×5.00m = 10.00m2

エリア②調整池エリア（池･沼）
1000.00 -10.00 = 990.00m2

側溝 
側溝 

※施工誤差を考慮し少なめに計上。 

※駐車場地盤の傾斜分は、施工誤差を考慮し調整池容量として計上しなかった。

標高   池底からの水深     容量 

-200    0.00       0.00m3

+50        0.25         0.04m3

+100        0.30         46.54m3

323 54.46050.000.93004.0V mmm 
オリフィスます 

ます＋表面貯留 

集水区域２貯留施設のみ 

※阻害行為面積 1000m2以上は、必ず集水区域に
分割する。 
今回は、対策施設(調整池)に雨水が入るエリア
と入らないエリアに分割。 



 設計資料編 

新システムを使用した設計例 

10 

(1)設計計算の手順 

(2)区域全体 

(2)-1 HP からダウンロードした様式 Aの入力

990

池沼

林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

1000

第
３
号
に

の
土
地

（様式Ａ）

土地利用別面積集計表 エラーチェック→

①現況土地
利用面積（m2)

 　③雨水浸透阻害行為
 　　 の該当面積(m2)

1･2号関連：②の中段+下段
3号関連   ：②の下段

流出係数
行為前
集水面積
（ｈａ）

行為後
集水面積
（ｈａ）

1000 1000 0.1000 0.1000

↑
上記面積が500m2以上
の場合、許可申請対象

0.200 1.000

合計 1000

合成流出係数

0.0000

林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

1000 0.200 0.1000 0.0000

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.400 0.0000

0.300 0.0000 0.0000

0.0000

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0 0.500 0.0000 0.0000

0.0000 0.0000

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

0 0.800 0.0000

0.0000 0.0000

第
３
号
関
連

ゴルフ場
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

0 0.500

0.950 0.0000 0.0010

10

コンクリート等の不浸透性材料に
より覆われた法面

0 1.000

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号
関
連

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地
（法面を除く。）

10

山地

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0

0.0000 0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

0.900 0.0000 0.0000

飛行場
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

0

飛行場
（法面を有しないものに限る。）

0

0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0.0000

鉄道道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

0.0000

鉄道道路
（法面を有しないものに限る。）

0 0.900 0.0000

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0

0.0000 0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

0.900 0.0000 0.0000

道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

道路
（法面を有しないものに限る。）

0

0.0000

ため池 0 1.000 0.0000 0.0000

0.0000 0.0990

990

水路 0 1.000 0.0000

0.900 0.0000 0.0000

池沼 990 1.000

OK

区分 土地利用の形態の細区分

②計画土地利用面積（m2)
上段：現況が１号及び2号関連

中段：現況が3号関連
下段：現況が1～3号関連以外

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅地 0

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に

掲
げ
る
土
地
以
外
の
土
地

区域全体面積：「流出係数算出」→「調節計算」により許容放流量算定 

エリア①直接放流面積：「流出係数算出」→「調節計算」により行為後流入量算定 

エリア②調整池流入面積：「流出係数算出」→ 

「流出計算」→「調節計算(自然調節方式)」            

行為前は一番左の列に入力。田畑は耕地。 

行為前の土地利用 

行為後の土地利用 

行為後は左から 2列目に記入。 

田は、「現況(行為前)が 1～3以外」なので、 

「池沼」と「不浸透材料」の下段に入力する。 

   の欄に入力した土地は行為後の上段に入力 

   の欄は行為後の中段に入力。 

   の欄は行為後の下段に入力。 

●行為区域 1000.00 ㎡を様式 Aへ入力 

10

第
２
号

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地
（法面を除く。）

集水区域２貯留施設のみ 

エリア①の行為後最大流入量＋エリア②最大放流量 ≦ 許容放流量 ならば OK
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(2)-2 システム「流出係数算出」 

(2)-3 システム「降雨強度」 

行為前 行為後

0.200 1.000

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面

積
（ha）

行為後面
積

（ha）

－ 0.100000 0.100000

宅地 0.90

池沼 1.00 0.099000

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95 0.001000

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.100000

第
１
号
関
連

区分

第
３
号

関

連

計

そ

の

他

流出係数算定結果

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に
掲

げ
る
土
地
以
外
の
土
地

宅
地
等
以
外
の
土
地

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２
号

関

連

●田→池･沼＋舗装のシステムへの入力 

池沼 1.00 0.099000

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95 0.001000第
２

関

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.100000

第
３
号
に
掲

外
の
土
地

① エクセルの表に、左の列：行為前「耕地」0.100、

右の列：行為後「池沼」0.0990｢不浸透｣0.0010

と ha で入力。 

阻害面積 1000m2 以上のため 

｢kouu(aichi1-10)をコピー 

① 阻害行為面積が 500～1000m2は｢kouu(aichi  

1-3)｣。1000m2以上は｢kouu(aichi 1-10)｣から表をコ

ピー。 
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(2)-4 システム「02流出計算（Q-T グラフ）」 

集水区域２貯留施設のみ 

●透水性舗装(砕石)603.50 ㎡の低減効果の算定。 

様式 B作成 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

⑤ 図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショットし

て、様式 Bを作成

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000540 0.002720 10.5000
10:10 0.000580 0.002920 11.3000
10:20 0.000630 0.003140 12.2000
10:30 0.000680 0.003390 13.3000
10:40 0.000740 0.003690 14.6000
10:50 0.000810 0.004060 16.2000
11:00 0.000900 0.004500 18.3000
11:10 0.001020 0.005080 21.1
11:20 0.001170 0.005860 24.9
11:30 0.001380 0.006920 30.5
11:40 0.001690 0.008470 39.8
11:50 0.002210 0.011060 58.3
12:00 0.003240 0.016190 120.8
12:10 0.006710 0.033560 77.1
12:20 0.004280 0.021420 47.2
12:30 0.002620 0.013110 34.5
12:40 0.001920 0.009580 27.4
12:50 0.001520 0.007610 22.8
13:00 0.001270 0.006330 19.6000
13:10 0.001090 0.005440 17.2000
13:20 0.000960 0.004780 15.4000
13:30 0.000860 0.004280 13.9000
13:40 0.000770 0.003860 12.7000
13:50 0.000710 0.003530 11.7000
14:00 0.000650 0.003250 10.9000

行為前流入量

0.006710m3/s

行為後流入量

0.033560m3/s

エクセルを加工
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(2)-5 システム「流出計算（QT-S）」

(2)-6 システム「04-①調節計算(自然調節方式)」 ●ダミーデータを入力し、様式Ａ’を作成。 

① 「浸透施設なし」を選択 

② 「計算実行/再設定」をクリック。 
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１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.0000 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90

池沼 1.00 0.0990

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95 0.0010

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.1000

0.1000 0.1000

0.200 1.000

そ

の

他

面積計

合成流出係数

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関

連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

様式Ａ’ 

集水区域２貯留施設のみ 

① 「水深」に 0.001「容量」0.000 を入力。 

② 容量放流口形状の｢円｣をクリック。 

③ ｢直径｣｢管底位置｣に 0を記入 

④ ｢計算実行｣をクリック。 

⑤ ｢総合評価｣がＯＫ。｢放流量評価｣の｢許容放

流量以下｣を確認 

⑤ 「【様式】許可申請図書の保存場所」に国

土交通省 HP より DL できる「【様式】許可

申請図書」の保存場所を入力（例：

C:\Users\ユーザー名\Desktop\調整池計算

容量計算システム\【様式】許可申請図

書.xls） 

⑥ 任意の場所に「許可申請図書.xls」を保存 

⑦ 保存した「許可申請図書.xls」のシート「1.行為

区域の概要」により様式 A’を作成。 
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(3)エリア①直接放流区域 

(3)-1 システム「流出係数算出」

(4)エリア②調整池流入区域 

(4)-1 システム「流出係数算出」 

池沼 1.00 0.099000

行為前 行為後

0.200 1.000

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面

積
（ha）

行為後面
積

（ha）

－ 0.099000 0.099000

宅地 0.90

池沼 1.00 0.099000

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.099000

流出係数算定結果

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に
掲

げ
る
土
地
以
外
の
土
地

宅
地
等
以
外
の
土
地

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２
号

関

連

第
１
号
関
連

区分

第
３
号

関

連

計

そ

の

他

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95 0.001000

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.001000

第
２
号

関

連

第
３
号

関

連

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に
掲

げ
る
土
地
以
外
の
土
地

宅
地
等
以
外
の
土
地

前節「(2)区域全体」の(2)-2 システム「流出係数

算出」において、面積の入力を、「エリア①10.00m2

について行う。 

 その後(2)-3 から(2)-6 までの操作を同様に行う。

① エクセルの表に、左の列：行為前「耕地」0.0990、

右の列：行為後｢池沼｣0.0990 と ha で入力。 

●田→池沼 990.00 ㎡のシステムへの入力 

●田→舗装 10.00m2 算定 

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000010 0.000030 10.5000
10:10 0.000010 0.000030 11.3000
10:20 0.000010 0.000030 12.2000
10:30 0.000010 0.000030 13.3000
10:40 0.000010 0.000040 14.6000
10:50 0.000010 0.000040 16.2000
11:00 0.000010 0.000040 18.3000
11:10 0.000010 0.000050 21.1
11:20 0.000010 0.000060 24.9
11:30 0.000010 0.000070 30.5
11:40 0.000020 0.000080 39.8
11:50 0.000020 0.000110 58.3
12:00 0.000030 0.000150 120.8
12:10 0.000070 0.000320 77.1
12:20 0.000040 0.000200 47.2
12:30 0.000030 0.000120 34.5
12:40 0.000020 0.000090 27.4
12:50 0.000020 0.000070 22.8
13:00 0.000010 0.000060 19.6000
13:10 0.000010 0.000050 17.2000
13:20 0.000010 0.000050 15.4000
13:30 0.000010 0.000040 13.9000
13:40 0.000010 0.000040 12.7000
13:50 0.000010 0.000030 11.7000
14:00 0.000010 0.000030 10.9000

様式Ｂ 

（エリア①）

直接放流 

行為前流入量

0.000070m3/s

行為後流入量

0.000320m3/s

エクセルを加工

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.099000

第
３
号
に
掲

外
の
土
地

集水区域２貯留施設のみ 
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(4)-2 システム「降雨強度」 

(4)-3 システム「02 流出計算（Q-T グラフ）」 ●田→池沼 990.00 ㎡の行為前後の放流量の算定。 

様式Ｂ作成 

集水区域２貯留施設のみ 

阻害面積 1000m2 以上のため 

｢kouu(aichi1-10)をコピー 

① 阻害行為面積が 500～1000m2は｢kouu(aichi  

1-3)｣。1000m2以上は｢kouu(aichi 1-10)｣から表をコ

ピー。 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

⑤ （2）-4 同様に、図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスク

リーンショットして、様式 B を作成
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(4)-4 システム「02流出計算 QT-S」

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000540 0.002700 10.5000
10:10 0.000580 0.002890 11.3000
10:20 0.000620 0.003110 12.2000
10:30 0.000670 0.003350 13.3000
10:40 0.000730 0.003660 14.6000
10:50 0.000800 0.004010 16.2000
11:00 0.000890 0.004450 18.3000
11:10 0.001010 0.005030 21.1
11:20 0.001160 0.005800 24.9
11:30 0.001370 0.006850 30.5
11:40 0.001680 0.008390 39.8
11:50 0.002190 0.010940 58.3
12:00 0.003210 0.016030 120.8
12:10 0.006640 0.033220 77.1
12:20 0.004240 0.021200 47.2
12:30 0.002600 0.012980 34.5
12:40 0.001900 0.009490 27.4
12:50 0.001510 0.007530 22.8
13:00 0.001250 0.006270 19.6000
13:10 0.001080 0.005390 17.2000
13:20 0.000950 0.004730 15.4000
13:30 0.000850 0.004240 13.9000
13:40 0.000760 0.003820 12.7000
13:50 0.000700 0.003490 11.7000
14:00 0.000640 0.003220 10.9000

様式Ｂ 

（エリア②） 

調整池流入区域 

行為前流入量

0.006640m3/s

行為後流入量

0.033220m3/s

エクセルを加工

① 「浸透施設なし」を選択 

② 「計算実行/再設定」をクリック。 
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(4)-5 システム「04-①調節計算(自然調節方式)」

３．流出抑制施設諸元
　（※流出抑制施設の配置位置（平面図）、構造諸元のわかる図面を添付すること）

調整池諸元
放流口径（2段オリフィスの場合は、上・下段の雨諸元を記載）

下段 上段（２段オリフィスの場合）

形状 円
直径 0.075
高さ －
幅 －

0.000

Ｈ Ｖ
0.000 0.00
0.250 0.04
0.300 46.54

放流口形状

管底位置（池底から）

●調整池データを入力し、様式Ａ’様式Ｃと 

様式Ｄを作成 

様式Ａ’ 

様式Ｃ 

１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.0000 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90

池沼 1.00 0.0990

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.0990

0.0990 0.0990

0.200 1.000

そ

の

他

面積計

合成流出係数

区分

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関

連

第
３
号
関
連

上
記
第
１
号
か
ら

第
３
号
に
掲
げ
る

土
地
以
外
の
土
地

集水区域２貯留施設のみ 
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10:00 0.002890 0.002890 0.006640 0.002892 0.0836

10:10 0.003110 0.003110 0.006640 0.003106 0.0877

10:20 0.003350 0.003350 0.006640 0.003346 0.1020

10:30 0.003660 0.003660 0.006640 0.003647 0.1332

10:40 0.004010 0.004010 0.006640 0.004012 0.1544

10:50 0.004460 0.004460 0.006640 0.004444 0.1809

11:00 0.005030 0.005030 0.006640 0.005025 0.2208

11:10 0.005800 0.005800 0.006640 0.005411 0.2501

11:20 0.006850 0.006850 0.006640 0.005419 0.2507

11:30 0.008390 0.008390 0.006640 0.005437 0.2521

11:40 0.010940 0.010940 0.006640 0.005471 0.2548

11:50 0.016030 0.016030 0.006640 0.005535 0.2600

12:00 0.033220 0.033220 0.006640 0.005686 0.2723

12:10 0.021200 0.021200 0.006640 0.005851 0.2861

12:20 0.012980 0.012980 0.006640 0.005935 0.2933

12:30 0.009490 0.009490 0.006640 0.005975 0.2967

12:40 0.007530 0.007530 0.006640 0.005994 0.2984

12:50 0.006270 0.006270 0.006640 0.006000 0.2989

13:00 0.005390 0.005390 0.006640 0.005999 0.2988

13:10 0.004730 0.004730 0.006640 0.005992 0.2982

13:20 0.004240 0.004240 0.006640 0.005981 0.2973

13:30 0.003820 0.003820 0.006640 0.005966 0.2960

13:40 0.003490 0.003490 0.006640 0.005949 0.2945

13:50 0.003220 0.003220 0.006640 0.005930 0.2928

14:00 0.003000 0.003000 0.006640 0.005909 0.2910

14:10 0.002800 0.002800 0.006640 0.005886 0.2891

14:20 0.002610 0.002610 0.006640 0.005862 0.2871

14:30 0.002470 0.002470 0.006640 0.005837 0.2849

14:40 0.002340 0.002340 0.006640 0.005811 0.2827

14:50 0.002230 0.002230 0.006640 0.005784 0.2804

15:00 0.002120 0.002120 0.006640 0.005756 0.2781

様式Ｄ 

（エリア②） 

調整池流入区域 行為前流入量

0.033220m3/s

調整後放流量

0.006000m3/s
エクセルを加工

① 「水深」と「容量」にオリフィス管底高を池底として、数値入力。 

② 容量放流口形状の｢円｣をクリック。 

③ オリフィスの直径を m単位で入力。 

④ 「管底位置｣に 0を記入 

⑤ 「計算実行｣をクリック。 

⑥ 「池の容量不足」「無」を確認。「有」ならば調整池を大きくする。 

⑦ 最大放流量+エリア①が許容放流量いかならば OK。NG ならばオリフィスを小さくする。 

「総合評価｣が OK。｢放流量評価｣の｢許容放流量以下｣を確認 

⑧ 「【様式】許可申請図書の保存場所」に国土交通省 HP より DL できる「【様式】許可申請図

書」の保存場所を入力 

⑨ 任意の場所に「許可申請図書.xls」を保存 

⑩ 保存した「許可申請図書.xls」のシート「1.行為区域の概要」「3.流出抑制施設諸元（調整

池諸元）によりそれぞれ様式 A’、様式 Cを作成。 

⑧ 図及び表により様式 Dを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショット

して、様式 Dを作成。 

時刻 行為後流入量 浸透考慮後流入量 許容放流量 調節後放流量 調整池水位
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 (5)HP からダウンロードした様式 Eの入力 

 「集水区域が１つ」の場合、または「集水区域は２つだが内１つが直接放流」の場合は、 

「様式 E」により区域全体のチェックができます。 

 計算結果まとめ 

エリア①（直接放流区域） 最大放流量  

 エリア②（調整池流入区域）最大放流量 

 合計  

                        ≦許容放流量

Ｏ．Ｋ 

手入力 様式E
計算システムの結果を手入力
エクセルによる自動計算

算定方法等 指針参照先

単位

m2(ha)
m
2
(ha)

開発区域 m2(ha) Ａａ＝ａ＋ｂ

m2(ha)
集水区域 m2(ha) Ａ＝Ａａ＋Ａｂ

行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

基準降雨 1/3　or　1/10 500m2≦ａ＜1,000m2→W=1/3、1000m2≦ａ→W=1/10

行為前 m3/s 計算システムにより算出し入力
行為後 m3/s 計算システムにより算出し入力

開発区域内に調整池に流入しない面積がある場合に入力

m2(ha)
　合成流出係数 行為後
　直接放流量 行為後 m3/s Q0=1/360*fｃ*r(1/3→98.2、1/5→120.8)*ｃ

m2(ha) Aｃ＝A－ｃ
行為前 計算システムにより算出し入力
行為後 計算システムにより算出し入力

許容放流量 m3/s Q下段＝Q0－ｑ１－Q上段

現地透水試験、新川流域もしくは境川猿渡川流域を選択

現地試験の場合に入力する
m/hr ｋ０’＝ｋ０×3600／100

影響係数 地下水位、目づまり等による影響に対する安全率

② ③ ④ ←それぞれ４種類まで入力可能
ますの種類 ←円筒ます：1、正方ます：2、矩形ます：3
浸透面 ←[側面及び底面]：1、[底面]：2

幅1(直径) m 設置する浸透ますの幅（直径）
幅2(延長) m 設置する浸透ますの幅(延長)　※円筒、正方の場合は記入不要

設計水頭 m 設置する浸透ますの設計水頭
比浸透量 m2 幅(直径)、設計水頭を用いて算定式により算出
個　数 個 設置する浸透ますの個数

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qm1～n＝k０'×α×kｆm×N
浸透対策量　計 m3/s (Qm＝Qm1＋Qｍ２＋・・・・＋Qmn)/3600

体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m3 ｖｍ＝ｖｍ１×αｍ１＋ｖｍ２×αｍ２＋・・・・＋ｖｍｎ×αｍｎ

幅　 m 設置する浸透トレンチの幅
設計水頭 m 設置するトレンチの設計水頭
比浸透量 m 0.00 0.00 0.00 幅、設計水頭を用いて算定式により算出
延　長 m

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qt1～ｎ＝k０'×α×kｆｔ×Lt
浸透対策量　計 m3/s (Qｔ＝Qｔ1＋Qｔ２＋・・・・＋Qｔn)/3600

体　積 m3

空隙率 ％ 使用する部材により決定
空隙貯留量　計 m

3 ｖｔ＝ｖｔ１×αｔ１＋ｖｔ２×αｔ２＋・・・・＋ｖｔｎ×αｔｎ
設計水頭 m 施工する透水性舗装の設計水頭
比浸透量 m 0.000 0.000 0.000 設計水頭を用いて算定式により算出
面　積 m2 施工する透水性舗装の面積

浸透対策量 m3/hr 0.00 0.00 0.00 Qh1～ｎ＝k０'×α×kｆh×Ah
浸透対策量　計 m3/s (Qｈ＝Qｈ1＋Qｈ２＋・・・・＋Qｈn)/3600

体　積 m3 施工する透水性舗装の形状により算出
空隙率 ％ 使用する部材により決定

空隙貯留量　計 m3 ｖｈ＝ｖｈ１×αｈ１＋ｖｈ２×αｈ２＋・・・・＋ｖｈｎ×αｈｎ
浸透対策量 m3/hr 施工する施設の浸透能力により算出し入力

浸透対策量　計 m3/s (Qｘ＝Qｘ1＋Qｘ２＋・・・・＋Qｘn)/3600
空隙貯留量 m3 使用する二次製品の空隙貯留量を入力

空隙貯留量　計 m3 ｖｘ＝ｖｘ１＋ｖｘ２＋・・・・＋ｖｘｎ
浸透対策量 合　計 m3/s Qs＝Qｍ＋Qｔ＋Qｈ＋Qｘ
空隙貯留量 合　計 m

3 ｖｓ＝ｖｍ＋ｖｔ＋ｖｈ＋ｖｘ

池の壁面形状 池の勾配 ←「直壁」、「１：○」、「複断面」を記入
容量(ｖ)

① 0.000 0.00 ①
② 0.250 0.04 ②
③ 0.300 46.54 ③
④ ④
⑤ ⑤
⑥ ⑥
⑦ ⑦
⑧ ⑧

放流孔形状 直径(高さ) m 計算システムにより算出し入力
矩形の場合→幅　 m 計算システムにより算出し入力

管底位置 池底から m 計算システムにより算出し入力

m3/s 計算システムにより算出し入力
m 計算システムにより算出し入力

m3 計算システムにより算出し入力

m
3
/ha V＝Ｖmax／ａ×10,000

放流量評価 ＯＫ　ｏｒ　ＮＧ 許容放流量 Q　≧　最大放流量 Qｍａｘ＋直接放流量ｑ１

地盤高、外水位の高さ等を考慮して設定した貯留施設の形状により作成

開発区域に必要な調整池容量

ｆｃ 0.950

ｈ０

0.075

0.000

自然放流方式
2段ｵﾘﾌｨｽ方
式
ﾎﾟﾝﾌﾟ放流方
式

水深～容量関係
水深～ﾎﾟﾝﾌﾟ関係

貯留・浸透施設チェックシート【調整池容量計算システム】

最大放流量
池内最大水深
池内最大ボリューム

0.00600

直壁　or　１：○

Qｍａｘ

cm/s

0.00

0.00

1.000
1/ 10

0.200

飽和透水係数
新川流域 ←選択

0.001000

Q下段、Q上段

ｃ

ｑ１
Aｃ　直接放流区域を除いた集水区域 990.00

w2(L)

ｋ０’

①

0.000

α

w1(ｄ)

ｋ０

0.03

←少数第5位まで

0.81 0.45

Qh
ｖｈ１～ｎ

0.00000

0.000

0.000

0.00000

ＯＫ 0.00671≧ 0.00632
456Ａ

0.100000

ａ
ｂ

Ｖｍａｘ 45.63
Ｖ

水深(m)水深(m)

Ah
Qh１～ｎ

浸透トレンチ
及び
浸透側溝

ﾎﾟﾝﾌﾟ(ｖ)

諸元
値基本諸元

雨水浸透阻害行為区域
雨水浸透阻害行為に該当しない区域

1,000.00

ｖｈ
Qｘ１～ｎ

H

ｋｆh

開発区域外から雨水を流入する区域

合成流出係数

ピーク流入量

　直接放流区域

0.00032

その他
Qｘ

放流施設諸元

0.000

0.00
0.00000

φ(D)
B

自然、2段(下段）

αh１～ｎ

ｖｘ１～ｎ

2段(上段)

貯留施設諸元

透水性舗装

Ａａ
Ａｂ
Ａ

ｆ０

Ｈｍａｘ 0.299

0.000

ｖｘ
Qｓ
ｖｓ

H

ｋｆm
N

ｆ１
Ｗ

Q0
Q1

10.00

浸透施設諸元

ｖｍ

Lt

ｖｍ１～ｎ

w

αｍ１～ｎ

0.00000

Qt１～ｎ
Qt
ｖｔ１～ｎ

ｖｔ

αt１～ｎ

H

ｋｆt

直接放流区域がある場合

0.00671
0.03356

1,000.00 0.100000
0.00 0.000000

浸透ます

0.00 0.000000
1,000.00 0.100000

Qｍ１～ｎ
Qｍ

「現地透水試験」ｏｒ
「中間値」

0.000

0.00639

0.00000
0.00

0.099000

　合成流出係数
ｆ０ｃ 0.200

ｆ１ｃ 1.000

行為区域 1000.00m2 

雨水浸透阻害行為面積 1000.00m2

区域外流入なし 

流出係数 行為前 0.200 

          行為後 1.000 

阻害行為面積 1000m2 以上 

基準降雨 1/10

行為前後のピーク流入量の計算

結果を入力。

エリア①直接放流区域10.00m2

エリア①流出係数：舗装 0.95 

新川流域又は境川流域を選択 

エリア②調整池の「水深-容量」 

表の値を入力 

エリア②オリフィス径入力 

池底からオリフィス管底高 

通常 0.000 m を入力

エリア②の計算結果 

最大放流量入力 

計算結果。池内最大水深入力 

計算結果。 

池内最大ボリューム(容量)入力 

エリア②流出係数：行為前 0.200

        行為後(舗装)1.000 

)/(00032.0Q 3
1 sm

)/(00600.0Q 3
2 sm

)/(00632.0)/(00600.0)/(00032.0QQ 333
21 smsmsm 

)/(00671.0 3 sm

集水区域２貯留施設のみ 
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設計例３「田」＋「宅地」など →「共同住宅」 

(阻害行為面積 1000m2 以上、集水区域３、浸透施設、2段オリフィス＋地下浸透貯留) 

条件：市街化区域。実測面積 A=1214.00m2。 

    行為前：地目：農地。実際の土地利用：田。 

        地目：宅地。建物有り。既設建物の建築確認申請書なし。 

    行為後：地目：宅地。工事後の用途：共同住宅 10戸(全面積が建築確認の敷地面積) 

    対策施設：浸透舗装(As)、地下貯留浸透施設。 

建物(地目：宅地) 

投影面積 48.00m2 

締め固められた土地 

(地目：宅地)204.00m2 

田(地目：田) 

962.00m2 

＜既設建物の建築許可申請書なし＞ 

建物面積の 2倍を宅地とする。

宅地：48.00m2×2＝96.00m2 

宅地の範囲は図面に明示する。

宅地範囲を除いた残りを 

見た目で判断する。

締め固められた土地 156.00m2 

地目が「田・畑」で建物とは筆が異なる

場所には、宅地の範囲は設定できない。

※ 

田 962.00m2 

※既設建物の建築確認がある場合、例え宅地係数を 

適用した面積の方が大きくても、宅地係数は使えな

い。宅地係数は宅地面積の権利ではなく、建築確認の

敷地面積の簡易な復元作業である。 

したがって、明らかに建築確認の敷地面積に入らな

いと考えられる地目(土地)に宅地係数による宅地の

範囲を侵入させることはできない。 

新しい建物の建築確認申請

の敷地面積は区域全体。 

宅地 1214.00m2 

土地利用    流出係数     面積 

宅地      0.9       96.00m2

締め固められた土地    0.5      156.00m2

田･畑      0.2   962.00m2

       合計       1214.00m2

集水区域３ 2段オリフィス 

土地利用 流出係数     面積 

 宅地   0.90   1214.00m2

共同住宅 B棟(4 戸) 

共同住宅 A棟(6 戸) 

ゴミ 

置場 

駐車場 

駐車場 
乗り入れ 

自転車 

置き場 
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凡例 

集水桝(格子蓋) 

雨水桝(密閉蓋) 

2 段オリフィス桝 

地下貯留浸透施設 

CB 

流水方向 

エリア①(直接放流区域) 

32.41 m2

エリア② 

143.74 m2

エリア③ 

1037.85 m2
エリア名 流出係数     面積 

エリア①  0.9       32.41m2

エリア②    0.9      143.74m2

エリア③  0.9   1037.85m2

合計       0.9    1214.00m2

エリア①(直接放流区域) 

32.41 m2 

対策施設なし

凡例 

透水性舗装 

地下貯留浸透施設 

エリア②143.74 m2 

透水性舗装(As) 

A=106.05m2 

設計計上は 105.00m2

エリア③1037.85 m2 

透水性舗装(As) 

A=541.77m2 

設計計上は 540.00m2

2 段オリフィス桝＋ 

地下貯留浸透施設

集水区域３ 2段オリフィス 

注)エリア③の集水区域について 
今回の例では、エリア③を一つの集水区域として取り扱った。 

この排水計画で、もし２段オリフィス桝がなければ、エリア③は透水性舗装流域と直接放流区域(建物＋

庭)に分割しなければならない。 

さて、一般的には実際の集水区域に対して過大な浸透施設で無い限り、浸透施設に流入しない範囲を浸

透施設の集水区域として一つで計算する方が浸透施設の効果(最大放流量の低減)は小さくなる。つまり分

割した方が有利となる場合が多い。 

今回は、透水性舗装がそれほど厚くないため、２段オリフィス桝への最大流入量が有利とはならないと

考えた。もちろん、今回の計画において、集水区域を分割して計算しても良いが、計算は複雑になる。 
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砕石 C-40

フィルター砂

1m2 あたり比浸透量の算定 291.12912.1287.1300.0014.0 ≒Kf

全体の空隙体積の算定(As＋砕石の体積) 透水性 As と C-40 の空隙率 10％ 

 エリア②                          エリア③ 
350.3100.105300.0V m

透水性アスファルト

300.16200.540300.0V m

下段オリフィス 

VU75 φ83mm管底高 -150

標高   池底から  容量 

の水深      

-150   0.00   0.00m3 

+200     0.35     0.08m3 3084.0350.0400.0600.0V m

名称 

形状 

大きさ 

池底から 

下段ｵﾘﾌｨｽ 

円 

φ0.083 m 

0.000 m 

上段ｵﾘﾌｨｽ 

矩形 

H0.10×W0.50 

 0.200 m 

密閉蓋 

道路側溝 

2 段ｵﾘﾌｨｽ桝 

放流先 8割水深 

-160

上段オリフィス 

□H100×W500 

管底高 +50

下段オリフィス VU75

雨水流入 
地下貯留 

浸透施設へ

道路側溝 

2 段オリフィス桝の

上段オリフィスから

空気抜き 

プラスチック製貯留槽 

透水シート

砂 

充填砕石 

比浸透量(正方形ます・底面浸透のみ・1m＜W≦10m の式を適用)

矩形のため、面積から正方形換算を行う。 m499.520.420.7W 

W=4.00m L=7.00 H=1.00 

135.56936.7736.0345.1)936.1166.3204.0(Kf 22  WWHWW

W=4.20m、L=7.20m、H=1.20m

集水区域３ 2段オリフィス 
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(1)設計計算の手順 

(2)区域全体 

(2)-1 HP からダウンロードした様式 Aの入力

林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

962

第
３
号
に

の
土
地

連
ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

156 0

以
外
の
土
地 上掲

3号関連   ：②の下段下段：現況が1～3号関連以外

宅地 96

96

1118156

962

（様式Ａ）

土地利用別面積集計表 エラーチェック→

①現況土地
利用面積（m2)

 　③雨水浸透阻害行為
 　　 の該当面積(m2)

1･2号関連：②の中段+下段
3号関連   ：②の下段

流出係数
行為前
集水面積
（ｈａ）

行為後
集水面積
（ｈａ）

1214 1118 0.1214 0.1214

↑
上記面積が500m2以上
の場合、許可申請対象

0.294 0 .900

OK

区分 土地利用の形態の細区分

②計画土地利用面積（m2)
上段：現況が１号及び2号関連

中段：現況が3号関連
下段：現況が1～3号関連以外

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅地 96

96

1118 0.900 0.0096 0.1214156

962

池沼 0 1.000 0.0000 0.0000

水路 0 1.000 0.0000 0.0000

ため池 0 1.000 0.0000 0.0000

道路
（法面を有しないものに限る。）

0 0.900 0.0000 0.0000

道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

0.0000 0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0

鉄道道路
（法面を有しないものに限る。）

0 0.900 0.0000 0.0000

鉄道道路
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

0.0000 0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0

飛行場
（法面を有しないものに限る。）

0 0.900 0.0000 0.0000

飛行場
（法面を有するもの
　に限る。）

不浸透法面
(流出係数=1.00)

0

0.0000 0.0000
植生法面
(流出係数=0.40)

0

上記以外の土地
(流出係数=0.90)

0

0

山地

0.950 0.0000 0.0000

コンクリート等の不浸透性材料に
より覆われた法面

0 1.000 0.0000 0.0000

第
３
号
関
連

ゴルフ場
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

0 0.500 0.0000 0.0000

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
　を伴うものに限る）

0 0.800 0.0000 0.0000

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

156 0 0.500 0.0156 0.0000

0.300 0.0000 0.0000

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.400 0.0000 0.0000

林地、耕地、原野、その他ローラー
その他これらに類する建設機械を
用いて締め固められていない土地

962 0.200 0.0962 0.0000

合計 1214

合成流出係数

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号
関
連

コンクリート等の不浸透性材料に
より舗装された土地
（法面を除く。）

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に

掲
げ
る
土
地
以
外
の
土
地

区域全体面積：「流出係数算出」→「流出計算」により許容放流量算定 

エリア① 直接放流面積：「流出係数算出」→「流出計算」により行為後流入量算定 

エリア② 透水性舗装面積：「流出係数算出」→ 

「浸透施設能力」→「調節計算(自然調節方式)」

エリア①の行為後最大流入量＋エリア②最大放流量＋エリア③最大放流量(下段) 

 ≦ 許容放流量 ならば OK            

エリア③ ２段ｵﾘﾌｨｽ桝：「流出係数算出」→ 

「流出計算」→「調節計算(２段)」最大放流量(下段)

エリア③ 地下貯留浸透施設：「調整池容量計算システム」の計算結果→ 

「分水ます（２段オリフィス方式）を用いた地下貯留槽の計算方法(エクセル版対応)」により上

段オリフィスからの流入に対して溢れない規模の施設を計画。計算結果 OK を確認

行為前は一番左の列に入力。 行為前の土地利用 

行為後の土地利用 

行為後は左から 2列目に記入。 

宅地→宅地は、「現況(行為前)が１号２号関連」

なので、上段に記入。 

「締め固められた土地」→「宅地」は、「現況が

３号関連」なので中段に記入。 

「田畑」→「宅地」は「現況が１～３号関連以外」

なので下段に入力する。 

   の欄に入力した土地は行為後の上段に入力 

   の欄は行為後の中段に入力。 

   の欄は行為後の下段に入力。 

●行為区域 1214.00 ㎡を様式 Aへ入力 

3号関連   ：②の下段下段：現況が1～3号関連以外

宅地 96

96

1118156

962

集水区域３ 2段オリフィス 
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(2)-2 システム「流出係数算出」 

① エクセルの表に、左の列：行為前「宅地」

0.0096、｢締め固め｣0.0156「耕地」0.0962、

右の列：行為後｢宅地｣0.1214 と ha で入力。 

●「田」＋「宅地」など →「共同住宅」 

のシステムへの入力 

行為前 行為後

0.29 4 0 .900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）

行為後面積

（ha）

－ 0.1214 0.1214

宅地 0.90 0.0096 0.1214

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施
設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を
排除するための排水施設を伴うものに限

る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を

用いて締め固められた土地
0.50 0.0156

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20 0.0962

そ

の

他

流出係数算定結果

上

記
第

１
号

か
ら
第

３
号

に
掲

げ
る

土
地

以
外

の
土
地

宅
地

等
以

外
の

土
地

宅
地

等
に
該

当
す

る
土

地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２
号

関

連

第
１

号
関
連

区分

第
３

号

関

連

計

宅地 0.90 0.0096 0.1214

ローラーその他これに類する建設機械を
用いて締め固められた土地

0.50 0.0156

地
等
以
外

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20 0.0962

第
３
号
に
掲

外
の
土
地

行為前 合成流出係数

0.294 
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(2)-3 システム「降雨強度」 

(2)-4 システム「02流出計算（Q-T グラフ）」 

阻害面積 1000m2 以上のため 

｢kouu(aichi1-10)をコピー 

① 阻害行為面積が 500～1000m2は｢kouu(aichi  

1-3)｣。1000m2以上は｢kouu(aichi 1-10)｣から表をコ

ピー。 

●「田」＋「宅地」など →「共同住宅」 

の行為前後の放流量の算定。様式Ｂ作成 
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(3)エリア①直接放流区域 

(3)-1 システム「流出係数算出」

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000030 0.000080 10.5000
10:10 0.000030 0.000080 11.3000
10:20 0.000030 0.000090 12.2000
10:30 0.000030 0.000100 13.3000
10:40 0.000030 0.000110 14.6000
10:50 0.000040 0.000120 16.2000
11:00 0.000040 0.000130 18.3000
11:10 0.000050 0.000150 21.1
11:20 0.000060 0.000170 24.9
11:30 0.000070 0.000200 30.5
11:40 0.000080 0.000240 39.8
11:50 0.000100 0.000320 58.3
12:00 0.000150 0.000470 120.8
12:10 0.000320 0.000970 77.1
12:20 0.000200 0.000620 47.2
12:30 0.000120 0.000380 34.5
12:40 0.000090 0.000280 27.4
12:50 0.000070 0.000220 22.8
13:00 0.000060 0.000180 19.6000
13:10 0.000050 0.000160 17.2000
13:20 0.000040 0.000140 15.4000
13:30 0.000040 0.000120 13.9000
13:40 0.000040 0.000110 12.7000
13:50 0.000030 0.000100 11.7000
14:00 0.000030 0.000090 10.9000

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20

合成流出係数 0.294 0.003241

そ

ら
第
３
号
に
掲

外
の
土
地

行為前 行為後

0.294 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面

積
（ha）

行為後面
積

（ha）

－ 0.003241 0.003241

宅地 0.90 0.003241

池沼 1.00

区分

計

流出係数算定結果

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

様式Ｂ 

（エリア①）

直接放流 

行為前流入量

0.000320m3/s

行為後流入量

0.000970m3/s

エクセルを加工

合成流出係数 0.294 を入力 

集水区域３ 2段オリフィス 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

⑤ 図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショットし

て、様式 Bを作成

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度
10:00 0.000540 0.002720 10.5000
10:10 0.000580 0.002920 11.3000
10:20 0.000630 0.003140 12.2000
10:30 0.000680 0.003390 13.3000
10:40 0.000740 0.003690 14.6000
10:50 0.000810 0.004060 16.2000
11:00 0.000900 0.004500 18.3000
11:10 0.001020 0.005080 21.1
11:20 0.001170 0.005860 24.9
11:30 0.001380 0.006920 30.5
11:40 0.001690 0.008470 39.8
11:50 0.002210 0.011060 58.3
12:00 0.003240 0.016190 120.8
12:10 0.006710 0.033560 77.1
12:20 0.004280 0.021420 47.2
12:30 0.002620 0.013110 34.5
12:40 0.001920 0.009580 27.4
12:50 0.001520 0.007610 22.8
13:00 0.001270 0.006330 19.6000
13:10 0.001090 0.005440 17.2000
13:20 0.000960 0.004780 15.4000
13:30 0.000860 0.004280 13.9000
13:40 0.000770 0.003860 12.7000
13:50 0.000710 0.003530 11.7000
14:00 0.000650 0.003250 10.9000

行為前流入量

0.006710m3/s

行為後流入量

0.033560m3/s

エクセルを加工

様式Ｂ 

（全体）

前節「(2)区域全体」の(2)-2 システム「流出係数

算出」において、面積の入力を、「エリア①32.41m2

について行う。 

 その後(2)-3 から(2)-4 までの操作を同様に行う。

●区域全体合成流出係数 0.294→｢宅地｣32.41m2 算定
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(4)エリア②透水性舗装区域 

(4)-1 システム「流出係数算出」 

(4)-2 システム「02流出計算（Q-T グラフ）」 

●区域全体合成流出係数 0.294→｢宅地｣143.74m2 入力 

① エクセルの表に、左の列：行為前「合成流出係

数 0.294」0.014374、右の列：行為後｢宅地｣

0.014374 と ha で入力。 

行為前 行為後

0.294 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

－ 0.0144 0.0144

宅地 0.90 0.0144

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法

面を除く）
0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施
設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を

排除するための排水施設を伴うものに限
る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を

用いて締め固められた土地
0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め

られていない土地

0.20

合成流出係数 0.294 0.0144

計

そ

の

他

流出係数算定結果

上
記

第
１

号
か

ら
第

３
号

に
掲

げ

る
土

地
以

外
の

土
地

宅
地

等
以

外
の

土
地

宅

地
等

に
該

当
す

る
土

地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２

号

関

連

第

１
号

関
連

区分

第

３
号

関

連

行為前 行為後

0.294 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

－ 0.0144 0.0144

宅地 0.90 0.0144

計

流出係数算定結果

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20

合成流出係数 0.294 0.0144

合成流出係数 0.294 を入力 
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(4)-3 システム「浸透施設能力」 

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 105.00 0.90 0.50 1.00 1 31.50 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）

空隙率

（％）
【透水性舗装】

影響係数
設置数量

（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

●透水性舗装(As)105.00 ㎡の低減効果の算定。 

浸透マス 透水性舗装 その他 浸透マス 透水性舗装 その他

0.0 0 1 .8 3 0. 00 1.83 ｍ3/ｈｒ 0 .0 00 3.150 0.00 0 3.15 0 ｍ3

0 .0 00 51 ｍ
3
/s

条件設定 条件設定

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 105.00 0.90 0.50 1.00 1 31.50 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 0.90 0.50 1.00 4

5 0.90 0.50 1.00 5

6 0.90 0.50 1.00 6

7 0.90 0.50 1.00 7

8 0.90 0.50 1.00 8

9 0.90 0.50 1.00 9

10 0.90 0.50 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

空隙貯留量算定結果

浸透トレンチ 空隙貯留量算定結果

0 .0 00

【その他】
体積

（ｍ3）

空隙率

（％）

【浸透トレンチ】
体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）

空隙率

（％）

【浸透トレンチ】

体積

（ｍ3）

空隙率

（％）
【浸透マス】

影響係数単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/m）

設置数量
（ｍ）比浸透量（㎡）

飽和透水係数
（m/hr）

【透水性舗装】

影響係数
設置数量

（㎡）

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

浸透施設能力算定結果

浸透施設能力算定結果

影響係数

【浸透マス】
設置数量

（個）

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/個）

浸透トレンチ

0.0 0

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

【その他】

影響係数
設置数量

（単位）

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/単位）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

+ + ＝
＝

+ + + ＝+

比浸透量 

1.291 

新川 

0.03 

境川 

0.01 

面積 

105.00m2 

地下水  0.9 

目づまり 0.5 
As+C-40 

体積 

31.50m3 

空隙 

10% 

集水区域３ 2段オリフィス 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

⑤ 図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショットし

て、様式 Bを作成

様式Ｂ 

（エリア②） 

透水性舗装区域 

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度

10:00 0.000120 0.000350 10.5000

10:10 0.000120 0.000380 11.3000
10:20 0.000130 0.000410 12.2000

10:30 0.000140 0.000440 13.3000

10:40 0.000160 0.000480 14.6000
10:50 0.000170 0.000530 16.2000

11:00 0.000190 0.000580 18.3000

11:10 0.000220 0.000660 21.1

11:20 0.000250 0.000760 24.9
11:30 0.000290 0.000900 30.5

11:40 0.000360 0.001100 39.8

11:50 0.000470 0.001430 58.3
12:00 0.000690 0.002100 120.8

12:10 0.001420 0.004350 77.1

12:20 0.000910 0.002780 47.2
12:30 0.000560 0.001700 34.5

12:40 0.000410 0.001240 27.4

12:50 0.000320 0.000990 22.8
13:00 0.000270 0.000820 19.6000

13:10 0.000230 0.000710 17.2000

13:20 0.000200 0.000620 15.4000

13:30 0.000180 0.000550 13.9000
13:40 0.000160 0.000500 12.7000

13:50 0.000150 0.000460 11.7000

14:00 0.000140 0.000420 10.9000

行為前流入量

0.001420m3/s

行為後流入量

0.004350m3/s

エクセルを加工

① 透水性舗装のエリアに、｢比浸透量」｢飽和透水係数｣に 0.03 か 0.01、｢舗装面積｣を入力。｢影

響係数」に 0.9 と 0.5。右に｢As+C-40 の体積」｢空隙率 10.00(%)｣を入力。 
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(4)-4 システム「02流出計算（QT-S グラフ）」 

(4)-5 システム「04-①調節計算(自然調節方式)」

③ 「浸透施設あり」を選択 

④ 「計算実行/再設定」をクリック 

●透水性舗装(As)105.00 ㎡の低減効果の算定。 

●調整池データを入力し、様式Ａ’様式Ｃと 

様式Ｄを作成 
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集水区域２貯留施設のみ 

① 「水深」と「容量」にオリフィス管底高を池底として、数値入力。 

② 容量放流口形状の｢円｣をクリック。 

③ オリフィスの直径を m単位で入力。 

④ 「管底位置｣に 0を記入 

⑤ 「計算実行｣をクリック。 

⑥ 「池の容量不足」「無」を確認。「有」ならば調整池を大きくする。 

⑦ 最大放流量+エリア①が許容放流量いかならば OK。NG ならばオリフィスを小さくする。 

「総合評価｣が OK。｢放流量評価｣の｢許容放流量以下｣を確認 

⑧ 「【様式】許可申請図書の保存場所」に国土交通省 HP より DL できる「【様式】許可申請図

書」の保存場所を入力 

⑨ 任意の場所に「許可申請図書.xls」を保存 

⑩ 保存した「許可申請図書.xls」のシート「1.行為区域の概要」「3.流出抑制施設諸元（調整

池諸元）によりそれぞれ様式 A’、様式 Cを作成。 

⑧ 図及び表により様式 Dを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショット

して、様式 Dを作成。 

１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.0000 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）

行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.0144

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施

設を伴うものに限る）
0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を

排除するための排水施設を伴うものに限
る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を

用いて締め固められた土地
0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め

られていない土地

0.20

合成流出係数 0.29 0.0144

0.0144 0.0144

0.294 0.900

そ

の

他

面積計

合成流出係数

区分

宅

地
等

に
該

当

す
る

土

地

第

１
号

関

連

宅
地

等

以
外

の
土

地

第
２

号

関

連

第
３

号

関
連

上
記

第
１

号

か
ら

第
３

号
に

掲

げ
る

土
地

以
外

の

土
地

３．流出抑制施設諸元

浸透施設諸元 空隙貯留量諸元

浸透能力 0.000508 m3/s 空隙貯留量 3.150 m3/s

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 105 0.90 0.50 1.00 1 31.50 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 0.90 0.50 1.00 4

5 0.90 0.50 1.00 5

6 0.90 0.50 1.00 6

7 0.90 0.50 1.00 7

8 0.90 0.50 1.00 8

9 0.90 0.50 1.00 9

10 0.90 0.50 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

体積

（ｍ
3
）

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数
（m/hr）

【透水性塗装】
体積

（ｍ
3
）

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数
（m/hr）

【その他】
単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単位）

設置数量
（単位）

影響係数

【その他】

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

【透水性舗装】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）
設置数量
（㎡）

影響係数

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数

（m/hr）

【浸透トレンチ】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/m）
設置数量
（ｍ）

影響係数

【浸透トレンチ】
体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

【浸透マス】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/個）
設置数量
（個）

影響係数

【浸透マス】
体積

（ｍ3）

様式Ａ’ 様式Ｃ 
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(5)エリア③2段オリフィス桝流入区域 

(5)-1 システム「流出係数算出」 

様式Ｄ 

（エリア②） 

透水性舗装区域 

時刻 行為後流入量 浸透考慮後流入量 許容放流量 調節後放流量 調整池水位

10:00 0.000353 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

10:10 0.000378 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

10:20 0.000407 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

10:30 0.000439 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

10:40 0.000479 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

10:50 0.000526 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:00 0.000583 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:10 0.000659 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:20 0.000760 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:30 0.000896 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:40 0.001098 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

11:50 0.001433 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

12:00 0.002099 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

12:10 0.004349 0.002581 0.001421 0.002581 0.0000

12:20 0.002776 0.002268 0.001421 0.002268 0.0000

12:30 0.001699 0.001191 0.001421 0.001191 0.0000

12:40 0.001242 0.000734 0.001421 0.000734 0.0000

12:50 0.000986 0.000478 0.001421 0.000478 0.0000

13:00 0.000821 0.000313 0.001421 0.000313 0.0000

13:10 0.000706 0.000198 0.001421 0.000198 0.0000

13:20 0.000619 0.000111 0.001421 0.000111 0.0000

13:30 0.000554 0.000046 0.001421 0.000046 0.0000

13:40 0.000500 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

13:50 0.000457 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

14:00 0.000421 0.000000 0.001421 0.000000 0.0000

行為前流入量

0.004349m3/s

調整後放流量

0.002581m3/s

エクセルを加工

●区域全体合成流出係数 0.294→｢宅地｣1037.85 m2 入力 

行為前 行為後

0.294 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

－ 0.1038 0.1038

宅地 0.90 0.1038

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施
設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を
排除するための排水施設を伴うものに限
る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を
用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20

合成流出係数 0.294 0.1038

第
３
号

関

連

計

そ

の

他

流出係数算定結果

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に
掲

げ
る
土
地
以
外
の
土
地

宅
地
等
以
外
の
土
地

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２
号

関

連

第
１
号
関
連

区分
土地利用の形態の細区分 流出係数

行為前面積
（ha）

行為後面積
（ha）

－ 0.1038 0.1038

宅地 0.90 0.1038

池沼 1.00

計

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

区分

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20

合成流出係数 0.294 0.1038

そ

ら
第
３
号
に
掲

以
外
の
土
地

合成流出係数 0.294 を入力 

集水区域３ 2段オリフィス 

① エクセルの表に、左の列：行為前「合成流出係

数 0.294」0.103785、右の列：行為後｢宅地｣

0.103785 と ha で入力。 
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(5)-2 システム「02流出計算（Q-T グラフ）」 

集水区域３ 2段オリフィス 

① 「流出計算の実行」を選択 

② 行為面積が合っているか確認 

③ 「流出係数」をクリック 

④ 「計算実行」をクリック。 

⑤ 図及び表により様式 Bを作成。グラフがコピーできない場合はグラフをスクリーンショットし

て、様式 Bを作成 

●区域全体合成流出係数 0.294→｢宅地｣1037.85 m2 の 

行為前後の放流量の算定。様式Ｂ作成 

時刻 行為前流入量 行為後流入量 降雨強度

10:00 0.000830 0.002540 10.5000

10:10 0.000890 0.002720 11.3000

10:20 0.000960 0.002930 12.2000

10:30 0.001030 0.003170 13.3000

10:40 0.001130 0.003450 14.6000
10:50 0.001240 0.003790 16.2000

11:00 0.001370 0.004200 18.3000

11:10 0.001550 0.004750 21.1

11:20 0.001790 0.005480 24.9

11:30 0.002110 0.006460 30.5

11:40 0.002590 0.007910 39.8
11:50 0.003370 0.010330 58.3

12:00 0.004940 0.015130 120.8

12:10 0.010240 0.031350 77.1

12:20 0.006540 0.020010 47.2

12:30 0.004000 0.012250 34.5

12:40 0.002920 0.008950 27.4

12:50 0.002320 0.007110 22.8
13:00 0.001930 0.005920 19.6000

13:10 0.001660 0.005090 17.2000

13:20 0.001460 0.004460 15.4000

13:30 0.001310 0.004000 13.9000

13:40 0.001180 0.003610 12.7000

13:50 0.001080 0.003300 11.7000
14:00 0.000990 0.003040 10.9000

様式Ｂ 

（エリア②） 

2 段オリフィス桝

流入区域 

行為前流入量

0.010240m3/s

行為後流入量

0.031350m3/s

エクセルを加工
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(5)-3 システム「浸透施設能力」 

(5)-4 システム「04-②調節計算(２段)」●２段オリフィス桝（調整池）データを入力し、 

様式Ａ’様式Ｃを作成 

●透水性舗装(As)540.00 ㎡の低減効果の算定。 

① 透水性舗装のエリアに、｢比浸透量」｢飽和透水係数｣に 0.03 か 0.01、｢舗装面積｣を入力。｢影

響係数」に 0.9 と 0.5。右に｢As+C-40 の体積」｢空隙率 10.00(%)｣を入力。 

浸透マス 透水性舗装 その他 浸透マス 透水性舗装 その他

0.0 0 9.41 0. 00 9. 41 ｍ3/ｈｒ 0. 00 0 16.20 0 0.00 0 16.20 0 ｍ3

0.00 261 ｍ
3
/s

条件設定 条件設定

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 540.00 0.90 0.50 1.00 1 162.00 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 0.90 0.50 1.00 4

5 0.90 0.50 1.00 5

6 0.90 0.50 1.00 6

7 0.90 0.50 1.00 7

8 0.90 0.50 1.00 8

9 0.90 0.50 1.00 9

10 0.90 0.50 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

空隙貯留量算定結果

浸透トレンチ 空隙貯留量算定結果

0.00 0

【その他】
体積

（ｍ
3
）

空隙率
（％）

【浸透トレンチ】
体積

（ｍ
3
）

空隙率

（％）

【透水性塗装】
体積

（ｍ
3
）

空隙率
（％）

【浸透トレンチ】

体積

（ｍ
3
）

空隙率

（％）
【浸透マス】

影響係数単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/m）
設置数量

（ｍ）比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

【透水性舗装】

影響係数
設置数量
（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

浸透施設能力算定結果

浸透施設能力算定結果

影響係数

【浸透マス】
設置数量

（個）

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/個）

浸透トレンチ

0 .0 0

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

【その他】

影響係数
設置数量
（単位）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単位）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数

（m/hr）

+ + ＝
＝

+ + + ＝+

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 540.00 0.90 0.50 1.00 1 162.00 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

【透水性塗装】
体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

【透水性舗装】

影響係数
設置数量
（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

比浸透量 

1.291 

新川 

0.03 

境川 

0.01 

面積 

540.00m2 

地下水  0.9 

目づまり 0.5 
As+C-40 

体積 

162.00m3 

空隙 

10% 
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注）２段オリフィス桝の場合、計算結果は｢上

段＋下段｣で判断しますので、ほぼ必ず「NG」

と｢許容放流量以上」が表示されますが、無

視して結構です。 

集水区域３ 2段オリフィス 

① 下段オリフィス管底高を池底として、容量数値を入力。 

② 上段オリフィスの放流口形状の｢矩形｣をクリック。 

③ オリフィスの縦横を m単位で入力。 

④ 下段オリフィス管底高が池底のため、上段オリフィス管底高とのさ 0.200 を入力。 

⑤ 下段オリフィスの放流口形状の｢円｣をクリック。 

⑥ オリフィスの直径をｍ単位で入力。 

⑦ 下段オリフィス管底高が池底のため 0 を入力。 

⑧ 「計算実行」をクリック。 

⑨ 「池の容量不足」「無」を確認。「有」ならば上段オリフィスを大きく又は低くするを大き

くする。できる限り桝の要領を大きくする。 

⑩ 最大放流量（下段）+エリア①+エリア②が許容放流量いかならば OK。NG ならば下段オリフ

ィスを小さくする。 

⑪ よければ「【様式】許可申請図書の保存場所」に国土交通省 HPより DL できる「【様式】許

可申請図書」の保存場所を入力 

⑫ 任意の場所に「許可申請図書.xls」を保存 

⑬ 保存した「許可申請図書.xls」により様式 A’、様式 Cを作成。 
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(5)-5 システム計算結果まとめ

  全体 最大放流量（許容放流量） 

エリア①（直接放流区域） 最大放流量  

 エリア②（透水性舗装区域）最大放流量 

  エリア③（２段オリフィス桝流入区域）最大放流量 

 合計  

 許容放流量 

                                                    O.K 

３．流出抑制施設諸元
　（※流出抑制施設の配置位置（平面図）、構造諸元のわかる図面を添付すること）

調整池諸元
放流口径（2段オリフィスの場合は、上・下段の雨諸元を記載）

下段 上段（２段オリフィスの場合）

形状 円 矩形
直径 0.083 －
高さ － 0.100
幅 － 0.500

0.000 0.200

Ｈ Ｖ
0.000 0.00
0.350 0.08

放流口形状

管底位置（池底から）

１．行為区域の概要　

（※位置及び行為前後の土地利用区分のわかる平面図を添付すること）

行為区域位置 住所 ：  ○○市○○区○○町

行為面積 0.0000 （ha）

行為前後の土地利用区分

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）
行為後面積

（ha）

宅地 0.90 0.1038

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

不浸透性材料により舗装された土地（法
面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施
設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を
排除するための排水施設を伴うものに限
る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を
用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め
られていない土地

0.20

合成流出係数 0.29 0.1038

0.1038 0.1038

0.294 0.900

そ

の

他

面積計

合成流出係数

区分

宅
地
等
に

該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

宅
地
等
以
外
の
土
地

第
２
号

関

連

第

３
号
関
連

上
記
第
１
号
か

ら

第
３
号
に
掲
げ

る

土
地
以
外
の
土

地

３．流出抑制施設諸元
浸透施設諸元 空隙貯留量諸元

浸透能力 0.002614 m3/s 空隙貯留量 16.200 m3/s

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.291 0.03 540 0.90 0.50 1.00 1 162.00 10.00

2 0.90 0.50 1.00 2

3 0.90 0.50 1.00 3

4 0.90 0.50 1.00 4

5 0.90 0.50 1.00 5

6 0.90 0.50 1.00 6

7 0.90 0.50 1.00 7

8 0.90 0.50 1.00 8

9 0.90 0.50 1.00 9

10 0.90 0.50 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.90 0.90 1.00 1

2 0.90 0.90 1.00 2

3 0.90 0.90 1.00 3

4 0.90 0.90 1.00 4

5 0.90 0.90 1.00 5

6 0.90 0.90 1.00 6

7 0.90 0.90 1.00 7

8 0.90 0.90 1.00 8

9 0.90 0.90 1.00 9

10 0.90 0.90 1.00 10

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数
（m/hr）

【透水性塗装】
体積

（ｍ
3
）

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数

（m/hr）

【その他】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単位）
設置数量
（単位）

影響係数

【その他】

比浸透量（㎡）
飽和透水係数
（m/hr）

【透水性舗装】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）
設置数量
（㎡）

影響係数

空隙率
（％）比浸透量（㎡）

飽和透水係数
（m/hr）

【浸透トレンチ】

単位設計浸透能（ｍ
3
/ｈｒ/m）

設置数量

（ｍ）

影響係数

【浸透トレンチ】
体積

（ｍ
3
）

空隙率

（％）

【浸透マス】

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/個）
設置数量
（個）

影響係数

【浸透マス】
体積

（ｍ3）

様式Ａ’ 様式Ｃ(浸透施設諸元) 様式Ｃ(調整池諸元) 

)/(01198.0Q 3
0 sm

集水区域３ 2段オリフィス 

Q3=0.007983(m3/s)

Q0=0.01198(m3/s) 
Q1=0.00097(m3/s) 
Q2=0.00258(m3/s) 

Q1+ Q2+Q3=0.00097+0.00258+0.007983=0.01153(m3/s) 
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(6) HP からダウンロードした「分水ます（２段オリフィス方式）を用いた地下貯留槽の計算方法」

   を使用した地下貯留浸透施設の計算 

２段オリフィス桝の下段オリフィスの最大放流量が OK ならば、次は上段オリフィスから地下

貯留浸透施設に流入する雨水に対して、対応できる規模の施設を計算により求めます。 

 (6)-2 HP から「分水ます(2段オリフィス方式)を用いた地下貯留槽の計算方法」をダウンロード。 

ダウンロードした 「youryokeisan(excel).xls」をコンピューターに保存して下さい。 

(6)-3「youryokeisan(excel).xls」を使用した様式Ｄの作成 

２段オリフィスますの計算結果を｢データ貼り付け｣に貼り付けると、「分水ます上下放流量(様式

Ｄ)」のシートに反映され、2段オリフィスますを使用した場合の｢様式Ｄ｣が自動作成できる。

流入量 浸透考慮後 放流量(計) 放流量(上段)
放流容量
(上段)

放流容量
累計(上段) 放流量（下段）

分水ます
水位

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.011957 0.011779 0.005484 1.645200 1.645200 0.006295 0.233362
0.028734 0.028873 0.021800 8.185200 9.830400 0.007073 0.283716
0.017393 0.017279 0.010684 9.745200 19.575600 0.006595 0.252039
0.009634 0.009771 0.003610 4.288200 23.863800 0.006161 0.225244

0.006339 0.006217 0.000392 1.200600 25.064400 0.005825 0.205743
0.004496 0.004666 0.000000 0.117600 25.182000 0.004666 0.144464 ◆貯めきり貯留の場合(浸透なし）
0.003303 0.003180 0.000000 0.000000 25.182000 0.003180 0.083246
0.002472 0.002604 0.000000 0.000000 25.182000 0.002604 0.072870 Ｖ＝ m3
0.001849 0.001730 0.000000 0.000000 25.182000 0.001730 0.055475
0.001382 0.001507 0.000000 0.000000 25.182000 0.001507 0.050592

0.000993 0.000879 0.000000 0.000000 25.182000 0.000879 0.035333
0.000682 0.000799 0.000000 0.000000 25.182000 0.000799 0.033136
0.000422 0.000316 0.000000 0.000000 25.182000 0.000316 0.017877
0.000215 0.000319 0.000000 0.000000 25.182000 0.000319 0.017969
0.000033 0.000040 0.000000 0.000000 25.182000 0.000040 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

25.182000
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様式Ｄ（エリア②） 

2 段オリフィス桝流入区域 
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水
位
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)

流
量
(m
3
/
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時間

水位・流量ハイドログラフ 流入量

浸透考慮後

放流量(計)

放流量(上段)

放流量（下段）

分水ます

水位

11:20 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

11:30 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

11:40 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000

11:50 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
12:00 0.011957 0.011779 0.005484 1.645200 1.645200 0.006295 0.233362

12:10 0.028734 0.028873 0.021800 8.185200 9.830400 0.007073 0.283716

12:20 0.017393 0.017279 0.010684 9.745200 19.575600 0.006595 0.252039

12:30 0.009634 0.009771 0.003610 4.288200 23.863800 0.006161 0.225244
12:40 0.006339 0.006217 0.000392 1.200600 25.064400 0.005825 0.205743

12:50 0.004496 0.004666 0.000000 0.117600 25.182000 0.004666 0.144464

13:00 0.003303 0.003180 0.000000 0.000000 25.182000 0.003180 0.083246
13:10 0.002472 0.002604 0.000000 0.000000 25.182000 0.002604 0.072870

13:20 0.001849 0.001730 0.000000 0.000000 25.182000 0.001730 0.055475

13:30 0.001382 0.001507 0.000000 0.000000 25.182000 0.001507 0.050592

13:40 0.000993 0.000879 0.000000 0.000000 25.182000 0.000879 0.035333
13:50 0.000682 0.000799 0.000000 0.000000 25.182000 0.000799 0.033136

14:00 0.000422 0.000316 0.000000 0.000000 25.182000 0.000316 0.017877

14:10 0.000215 0.000319 0.000000 0.000000 25.182000 0.000319 0.017969

14:20 0.000033 0.000040 0.000000 0.000000 25.182000 0.000040 0.000000
14:30 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

14:40 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

14:50 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 25.182000 0.000000 0.000000

時刻 流入量 浸透考慮後 放流量(計) 放流量(上段)

放流容量

(上段)

放流容量

累計(上段) 放流量（下段）

分水ます

水位 浸透考慮後流入量

0.028734m3/s 

調整後放流量

0.007073m3/s

◆貯めきり貯留の場合(浸透なし）

Ｖ＝ m3

25.182000

エクセルを加工するならば、

表･グラフ･貯めきり容量を

記載する。 

① オリフィスの形状等を入力。 

② (5)-4「04-②調節計算(２段)」のエクセルより下記のとおりデータを貼り付け

コピー元 

調整池計算容量システム（Excel 版） 

 コピー先 

yuryokeisan(excel 対応) 

浸透考慮後流入量  

→ 

浸透考慮後 

調節後放流量 放流量 

調整池水位 分水ます水位 

③ 様式 Dを作成。 
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(6)-4「youryokeisan(excel).xls」を使用した地下貯留浸透施設の設計と様式Ｅの作成 

飽和透水係数を入力 

新川 0.03 境川 0.01 

影響係数 0.81 を入力 

内訳(地下水 0.9×目づまり 0.9) 

設計例 3の地下貯留浸透施設 

矩形(長方形)、底面浸透のみ 

施設規模 

(底面砕石含)W4200×L7200×H1200 

(プラスチック部)W4000×L7000×H1000 

(底面砕石) W4200×L7200×H200 

ますの種類で矩形ますの 3を入力 

浸透面で底面のみの 2を入力 

砕石含む底面の大きさ入力する。 

4.20m、7.20m をそのまま入力。 

(矩形だが正方形換算する必要はない) 

計算結果表示。底面砕石を含む必要高 

が表示される。 

設計値がこれ以上ならばＯＫ 

施設の個数 1を入力 

底面砕石の厚さ 0.200m を入力 

側面砕石の厚さを入力。 

今回は底面砕石のみなので 0.000m。

プラスチック部の底面積を入力 

4.00×7.00 = 28.000m2 

砕石・プラスチックの各空隙率を入力 

単粒度砕石 40.0%、プラスチック 95.0% 

底面砕石を含めた設計高 1.200 を入力 

⑬の値より大きければ下に 

ＯＫが表示される 

ＯＫを確認し、この様式を印刷する。 

集水区域３ 2段オリフィス 


